
令和元年度 月教育委員会議定例会議 日程 

 

日 時 令和元年 月 23日 木  

 午前 時 30分よ  

場 所 民センタ Ａクラブ  

 

 開会 言 

 

 署名委員の指名 

 

 教育長 務報告 

 

 付議 項 

議案第 号 令和 年度 宮 立小 中学校 使用す 教科用図書の採択 

方針につい  

議案第 号 学校運営協議会委員の委嘱につい  

議案第 号 宮 小中一貫教育校設置計 (案)につい  

議案第 号 令和元年度 宮 一般会計補正予算 案 につい  

議案第 号 学校給食センタ 配送車購入物品供給契約につい  

 

 報告 協議 項 

各種補助金等交付要綱の制定につい 資料Ｎｏ．  

令和元年度小 中学校学級編制及び児童生徒数につい 資料Ｎｏ．  

宮 生涯学習センタ ラデ ン 20 周年記念 業 案 資料Ｎｏ．  

その他 

 

  次回教育委員会議予定 

 

 閉会 言 











 

 

  



事業報告 成31 4月19日～令和元 5月22日

月日 曜日 主な会議 行事等 開催場所 人数

4月24日 水 部活動ガイドライン担当者会 町民センタ 5

4月26日 金 小学校外国語活動研修会 町民センタ 59

5月9日 木 特 支援教育担当者会 町民センタ 20

5月15日 水 町初任者研修会 町民センタ 4

5月16日 木 学校 務連携会議 町民センタ 8

5月16日 木 宮町図書館 学校図書館連絡会議 教育支援室 14

5月17日 金 小 中学校校長会 役場 14

5月18日 土 宮西中学校体育祭 宮西中学校

5月22日 水 児童生徒安全対策協議会 町民センタ 26

事業予定 令和元 5月23日～6月20日

月日 曜日 主な会議 行事等 開催場所 予定人数

5月23日 木 総合教育会議 役場 11

5月24日 金 宮育英会理 会 役場 9

5月25日 土 宮中学校 汐鳴祭体育の部 宮中学校

5月27日 月
ガラスのうさ 像 和と友情推進委員
会

役場 16

5月28日 火 人権教育担当者会 教育支援室 6

6月1日
～2日

土～日 小学校修学旅行 日光方面 217

6月3日 月 中学校英語教育研修会 宮中 9

6月8日 土 宮小学校 一色小学校運動会
宮小学校 一

色小学校

6月17日 月 学校 務連携会議 町民センタ 8

6月18日 火 小学校外国語活動研修会 一色小 20

6月19日 水 心臓病 定委員会 役場 16

6月19日 水 小 中学校校長会 役場 11

6月20日 木
幼 保 小 中一斉避難訓練 引 取
り訓練

各園 町立学校

教育総務課事業報告



事業報告 成31 4月19日～令和元 5月22日

月日 曜日 主な会議 行事等 開催場所 人数

4月24日 水 納入物資監査 給食センタ 8

5月8日 水 献立会議 ＰＴＡ 給食センタ 8

5月16日 木 献立会議 給食担当者 給食センタ 8

事業予定 令和元 5月23日～6月20日

月日 曜日 主な会議 行事等 開催場所 予定人数

5月29日 水 給食物資納入業務監査 給食センタ 6

5月30日 木 新１ 生保護者試食会 山西小学校 49

6月3日 月 新１ 生保護者試食会 宮小学校 114

6月4日 火 献立会議 ＰＴＡ 給食センタ 8

6月12日 水 献立会議 給食担当者 給食センタ 8

6月18日 火 新１ 生保護者試食会 一色小学校 26

学校給食センタ



生涯学習 ツ班

月／日 曜日 会 議 行 事 等 開 催 場 所 定員 参加人数

4/19 金
青少 環境浄化推進員委嘱式
環境浄化

ﾗﾃ ｨ ﾃｨ ｸ ﾙ

内
10人 7人

4/20 土 子 も会指 者 青少 指 員合同研修会
ン

ﾃｨ ｸ ﾙ 2
- 35人

4/25 木 ツ推進委員連絡協議会
ン

ﾃｨ ｸ ﾙ 1
20人 16人

4/28 日
青少 指 員連絡協議会主催事業

楽しく学ぼう野外炊事
一色防災ｺ ｭﾆﾃｨｾ

ﾀ
- 11人

第7回　 展 生涯学習 ン 自主企
ン

展示ギャ
- 500人

ワ の花飾 を作ろう！
展同時開催

ン
展示ギャ

- 11人

5/11 土
子 も ャ ン 教室

母の日講座　手作 カ ネ ョンを ゼン
しよう

ン　 ﾃｨ ｸ ﾙ 12人 10人

5/15 水 社会教育委員会議 ン　 ﾃｨ ｸ ﾙ 8人 8人

5/17 金 環境浄化 内 10人 8人

5/19 日 子 も会指 者 青少 指 員合同研修会
ン

ﾃｨ ｸ ﾙ 2
- 33人

生涯学習 ツ班

月/日 曜日 主 会議 行事等 開催場所 開始時間

5/23
30

6/6 13
木

のみや 民大学 外国人 話せ よう ろう
全4回

ン　 ﾃｨ ｸ ﾙ 1 10:00

5/26 日 子 も会 研修会 山西 学校 13:30

5/30
6/6
13 20

木
のみや 民大学 鎌倉彫体験
生涯学習 ン 自主講座 ～

ン
ﾃｨ ｸ ﾙ

13:30

6/14 金 環境浄化巡回 内 15:00

6/20 月 青少 指 員連絡協議会
ン

ﾃｨ ｸ ﾙ
19:15

5/11 土 ～
12 日

生涯学習課事業予定 令和元 5月23日～令和元 6月20日

生涯学習課事業報告 成31 4月19日～令和元 5月22日



月日 曜日 主 会議 行 等 開催場所等 参加者数等

4/19 金 わ うた あそぼう 未就園児 そ 親 ン和室
子  名
大人 名

4/20 土 お し会 お が あそび 図書館お し
子 名
大人 名

5/1 水 修理ボ ン ボ ン ム 人 冊

5/12 日 図書 サ ク コ ナ 図書館 冊

5/15 水 ちいち いお し会 図書館お し
子 名
大人 名

5/15 水 修理ボ ン ボ ン ム 人 冊

5/16 木 修理ボ ン ボ ン ム 人 冊

5/16 木 託児サ ビス ン保育室 人

5/16 木 宮町図書館 学校図書館連絡会議① 宮町教育支援室 人

5/17 金 わ うた あそぼう 未就園児 そ 親 ン和室
子 名
大人 名

5/18 土 お し会 お が あそび 図書館お し
子 名
大人 名

図書館
 人

時間 分

月日 曜日 主 会議 行 等 開催場所等 開始時間

5/25 土 大人が楽し お し会 ン和室 ～

5/26 日 雑誌 サ ク コ ナ 図書館 ～

6/5 水 ブックスタ 子育 健康課 共催 保健センタ 午後

6/5 水 修理ボ ン ボ ン ム ～

6/9 日 図書 サ ク コ ナ 図書館 ～

6/12 水 ちいち いお し会 図書館お し ～

6/15 土 お し会 お が あそび 図書館お し ～

6/18 火 成 度第 回図書館協議会　 ボ ン ム ～

6/19 水 修理ボ ン ボ ン ム ～

6/20 木 修理ボ ン ボ ン ム ～

6/20 木 託児サ ビス ン保育室 ～

生涯学習課 業報告 成 月 日～令和元 月 日

図書館班

書架整理ボ ン
～ 　　活動日数　 　日

生涯学習課 業予定 令和元 月 日～令和元 月 日

図書館班

※書架整理ボ ン 活動日 原則　毎週火曜日 土曜日　　 ～



議案第５号 

 

令和２年度二宮町立小・中学校で使用する教科用図書の採択方針について 

 

令和元年５月２３日提出 

 

 

二宮町教育委員会 

教育長 森 英夫 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔提案理由〕 

令和元年度に二宮町立小・中学校において使用する教科用図書を採択するに当たり、

その方針を定めるために提案する。 

 



. 



令和 度二宮町立 学校及び中学校 使用 教科用図書 採択方針 案  

 

 二宮町教育委員会 神奈川県教育委員会が定 た 成 32 度義務教育諸

学校使用教科用図書採択方針 則 令和 度 使用 教科用図書 採

択方針を定  

 

 採択権者 責任 おい 公明・適正を期 採択  

 

 各発行者が作成 教科書編修趣意書 神奈川県教育委員会 教科用

図書調査研究 結果 等を踏まえ 学習指 要領 基 い 調査研究 二

宮町教科用図書採択検討委員会 協議内容を参考 採択  

 

 学校 児童・生徒 地域等 特性を考慮 採択  

 

 学校及び中学校 特別支援学級 使用 教科用図書 い 学習

指 要領 定 た各教科 目標や児童・生徒 発達 段階や障がい 状

態及び特性 応 教育目標 達成上適切 を採択  



 



 

 

 

成 32 度義務教育諸学校使用教科用図書採択方針 

 

 

 神奈川県教育委員会 義務教育諸学校 教科用図書 無償措置に関 法

律 昭和 38 法律第 182号)第 10条 規定に基 き 成 32 度に義務教育

諸学校 学校教育法 昭和 22 法律第 26号 におい 規定 小学校 中学

校 義務教育学校 中等教育学校 前期課程並びに特別支援学校 小学部及び

中学部をいう 以下同 におい 使用 教科用図書 学校教育法第 34条

第１項 同法第 49 条 第 70 条第１項及び第 82 条におい 準用 場合を含

)及び附則第９条に規定 教科用図書をいう 以下同 に い 市

町村 教育委員会並びに国立及び私立 義務教育諸学校 校長 行う採択に関

そ 基準等を定 とと に 教科用図書採択地区内におけ 市町村立

義務教育諸学校におい 使用 教科用図書 採択方法に い 神奈川県教

科用図書選定審議会 答申に基 き 次 とお 定  

 

 

参考
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 成 32 度義務教育諸学校 い 使用する教科用図書の採択 つい   

(1) 学校 中学校 義務教育学校 中等教育学校 前期課程 並 特 支援学校 学部

中学部 い 使用 教科用 書 学校教育法附則第９条 規定 教科用 書 以

一般 書 特 支援学校 学級用 いう 除 教科書目録

32 度使用 載 い 教科書 う 採択 一般 書 特

支援学校 学級用 採択 毎 度 新 書 採択  

(2) 教科用 書採択地区 以 採択地区 いう 教科用 書選定審議会等(以

審議会等 いう ) 諮問機関 教科用 書 採択 い 審議 結果 い 種

目 種類 絞 込 調査研究 結果 報告  

(3) 複数市 採択地区 構 場合 当 採択地区 市 教育委員会 議

組織や運営 関 規約 定 教科用 書 採択 い 議 行う 議会 以

採択地区 議会 いう 設 調査研究 行い 議 結果 種目

一 教科用 書 採択 い  

議 臨 前 各教育委員会 採択方針等 事前 定 予 公表

採択事務 手 い 明確  

(4) 採択権者 適正 公正 採択 確保及 開 採択 推進 観 採択事

務 滑 遂行 支 来 い範 採択地区 審議会等 委員 採択 い

経過 採択理由 教科用 書採択 情報 い 積極的 公開 努  

(5) 採択権者 外部 当 働 等 採択 歪 い う静 採択環

境 確保 採択 あ い 疑念 目 向 い う

関 者 意識 啓 努  

(6) 神奈川県教科用 書選定審議会 設置期間終了 教科用 書 採択 必要 生 場

合 学校 義務教育学校 前期課程教科用 書調査研究 結果 32･33･34･35 度

用 中学校 中等教育学校 前期課程用教科用 書調査研究 結果 28･29･30･31

度用 及 中学校特 教科 中学校 義務教育学校 期課程 中等教育

学校 前期課程教科用 書調査研究 結果 31･32 度用 等 利用 採択  

 

 

 教科用図書採択基準 つい  

(1) 各 行者 作 教科書編修趣意書 県教育委員会 調査研究 結果 等 踏

え 学習指 要領 い 調査研究 採択  

(2) 採択権者 権限 責任 い 公明 適正 期 採択  

(3) 採択地区 児童 生徒 学校 地域等 特性 考慮 採択  
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 つの市 村 教科用図書採択地区を構成し いる場合の採択方法 つい   

   市 教育委員会 単独 教科用 書 採択 次 採択地区 審議会等 置

望 い  

   審議会等 機能及 組織 次 あ  

(1) 教科用 書 調査研究 採択 資料 作  

(2) 教科用 書 対 調査研究 資料等 活用 種目 教科用 書 調査研究

結果 報告  

(3) 審議会等 次 掲 機関 団体 構 員等 選出 者 構  

ア 教育委員会 

イ  校長会 

ウ  教育研究会 

エ  他 保護者等  

(4) 審議会等 審議 必要 資料 作 調査員会 置  

(5) 調査員会 種目 教科用 書 学習指 要領 容 扱い い 調査研究

審議会等 審議 必要 資料 作 報告  

(6) 調査員 学校教育 経験豊 者 う 教育委員会 委嘱  

(7) 他 審議会等 必要 事項 審議会等 教育委員会 意見 聞い 定

 

 

 

 教科用図書採択地区内 以上の市 村 存する場合の採択方法 つい   

   当 採択地区 市 教育委員会 議 規約 定 当 採択地区 市

立 学校 中学校 義務教育学校 い 使用 教科用 書 採択 い 議 行う

採択地区 議会 設 議 結果 種目 一 教科用 書 採択

い 採択地区 議会 機能及 組織 次 あ  

(1) 県教育委員会 教科用 書採択 準 採択地区 教科用 書 調査研究 採択

資料 作  

(2) 教科用 書 調査研究 関 資料等 活用 種目 教科用 書 調査研究

結果 報告  

(3) 採択地区 議会 採択地区 議会 規約 定 当 採択地区 市

教育委員会 指 委員 組織 委員 選任 い 当 採択地区

市 教育委員会 権限 責任 十 映 う留意 次 掲

機関 団体 構 員等 選出 者 構  

ア 当 採択地区 市 教育委員会 

イ  校長会 
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ウ 教育研究会 

エ  他 保護者等  

(4) 採択地区 議会 議 必要 資料 作 調査員会 置  

(5) 調査員会 種目 教科用 書 学習指 要領 容 扱い い 調査研究

採択地区 議会 議 必要 資料 作 報告  

(6) 調査員 学校教育 経験豊 者 う 採択地区 議会 委嘱  

(7) 他 採択地区 議会 必要 事項 採択地区 議会 当 採択地区 教育

委員会 意見 聞い 定  

 

 

 成 32 度使用 学校、義務教育学校の前期課程教科用図書調査研究の観点 つい   

32 33 34 35 度使用 学校 義務教育学校 前期課程教科用 書 学習指 要領

定 各教科 目標や本県 児童 学習等 鑑 題 等 扱い 適 あ 工

夫や配慮 い いう視 以 具体的 観 項目 定  

 

ア 教科・種目 共通 観点 

( ) 教育基本法、学校教育法及び学習指 要領 の関連 

○ 教育 本法 第 条 第 条 及 学校教育法 第 30 条 項 学習指 要領

い 示 資質 能力 柱 整理 各教科 目標 踏 え 工夫や

配慮 い  

生 働 知識 技能 習得 工夫や配慮 

未知 状況 対応 思考力 断力 表現力等 育 工夫や配慮 

学 人生や社会 生 う 学 向 う力 人間性等 涵養 工

夫や配慮 

 

( ) わ教育ビジョン の関連 

 ○ 教育目標 人間力像 掲 次 容 沿 い  

［思いや 力］他者 尊重 多様性 認 合う 思いや 力 育  

［ 生 力］自立 一人 人間 社会 生 抜

力 育  

［社会 わ 力］社会 わ 中 自己 長 社会 貢献 力

育  

 

( ) 内容 構成 

○ 学校学習指 要領 29 告示 改訂 要 踏 え 工夫や配慮 い  
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  主体的 対 的 深い学 実現 向 学習活動 資 工夫や配慮 

他教科 関連等 カ キュ ネ ン 資 工夫や配慮 

 

○ 学習指 要領 改訂 教育 容 主 改善事項等 踏 え 工夫や配慮

い  

言語能力 確実 育  

伝統や文化 関 教育 充実 

体験活動 充実 

学校段階間 滑 接  

情報活用能力 育  

児童 学習 困難 応 工夫 

 

○ 児童 や 理解 深 う 構 工夫や配慮 い  

 

( ) 分量・装丁・表記等 

  ○ 各 容 量 配 適 あ   

○ 体裁 児童 使いや い う 工夫や配慮 い  

○ 文章表現や漢字 用語 記号 計量単位 版等 児童 理解 や い う 工夫や配慮

い  

 

イ 教科・種目別の観点 

( ) 国 語 書写を除く  

□ 学習指 要領解 示 言語活動例 各領域 聞 書

資質 能力 育 題 工夫や配慮 い  

□ 語彙 豊 題 工夫や配慮 い  

□ 書活動 充実 題 工夫や配慮 い  

 

( ) 書 写 

□ 毛筆 硬筆 関連 工夫や配慮 い  

□ 適 運筆 能力 育 工夫や配慮 い  

□ 日常 学習や生活 役立 態度 育 工夫や配慮 い  

 

( ) 社 会 

□ 社会的事象 関 礎的 知識や技能 習得 工夫や配慮

い  
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□ 社会的事象 い 児童 多面的 多角的 考え う 工夫や配慮 い 

 

□ 学習 問題 追究 解決 活動 充実 工夫や配慮 い  

 

 ( ) 地 図 

□ 一般 拡大 主題 索引 適 配列 い  

□ 統計 各種 資料 最新 タ 使う 信頼性 あ 児童 段階 即

適 い  

□ 児童 自主的 学習 組 技能 身 付 工夫や配慮

い  

 

( ) 算 数 

□ 数学的活動 通 礎的 本的 知識及 技能 身 付 工夫や配慮

い  

□ 具体物 言葉 数 式 表 用い 考え 表現 伝え合う う

題 工夫や配慮 い  

□ 目的 応 タ 集 類整理 結果 適 表現 題 や 統計 タ 特

断 題 工夫や配慮 い  

 

( ) 理 科 

□ 観察 実験 関 本的 技能 身 付 う 児童 段階

即 工夫や配慮 い  

□ 観察 実験 学 通 育 目指 問題解決 力 養う う 配列や 容 工

夫や配慮 い  

□ 理科 見方 考え方 働 自然 事物 現象 い 問題 科学的 解決

う 観察 実験 工夫や配慮 い  

 

 ( ) 生 活 

□ 知識及 技能 礎 気付 や 生活 必要 習慣や技能 育 題

工夫や配慮 い  

□ 身近 人々 社会及 自然 自 関わ 捉え 題 工夫や配慮

い  

□ 児童 興味 関心 喚起 う 題 試 見通 工夫や配

慮 い  
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( ) 音 楽 

□ 表現 鑑賞 教 多様 音楽 中 児童 段階 応 適

選択 い  

□ 国や郷土 伝統音楽 扱う題 工夫や配慮 い  

□ 表現 歌唱 器楽 音楽 及 鑑賞 共通事項 学習 容 相互 関連

扱う う 工夫や配慮 い  

 

( ) 図 工作 

□ 児童 造形的 見方 考え方 働 喜 味わえ う 表現及

鑑賞 容や題 適 い  

□ 児童 経験 自 適 表現方法や 料 用具 選ぶ

う 表現及 鑑賞 題 工夫や配慮 い  

□ 表現 鑑賞 領域 及 共通事項 学習 容 相互 関連

扱う う 工夫や配慮 い  

 

( ) 家 庭 

□  生活 営 見方 考え方 働 学習 う 題 工夫や配慮

い  

□ 日常生活 必要 礎的 知識及 技能 習得 実践的 体験的 活動

題 工夫や配慮 い  

□ 生活 中 問題 見い 課題 設定 解決 い 題 工夫や配慮

い  

 

( ) 保 健 

  □ 児童 健康や安全 関 原則や概念 着目 う 統計 調査等 資料 最新

タ 使う 信頼性 あ 児童 段階 即 い  

□ 児童 身近 生活 学習課題 見付 役立 う イ 写真 事例

等 資料 工夫や配慮 い  

□ 児童 生涯 わ 心身 健康 保持増進 態度 養う う 学習 容 関連 健

康情報等 資料 工夫や配慮 い  

 

( ) 外国語 

□ 聞 ［や ］ ［ 表］ 書

コ ュニ ョン 礎 資質 能力 総合的 育 う 実

言語 使用場面や言語 働 等 十 配慮 題 工夫や配慮

い  
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□ 学校外国語活動 関連 構 う 外国語活動 扱 音声や表現

工夫や配慮 い  

□ 国 理解 深 う 世界 人々や日本人 や 歴史 文化

自然 児童 段階や興味 関心 即 工夫や配慮

い  

 

( ) 特別の教科 道徳 

□ 的 課題 児童 自 自身 問題 捉え 向 合う 考え 議論

工夫や配慮 い  

□ 自己 見 物事 多面的 多角的 考え 学 工夫や配慮 い  

□ 問題解決的 学習や 的行 関 体験的 学習等 工夫や

配慮 い  

 

 

 成32 度使用中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程用教科用図書調査研究の観点 つい   

32 度使用中学校 義務教育学校 期課程 中等教育学校 前期課程教科用 書

学習指 要領 定 各教科 目標や本県 生徒 学習等 鑑 教 配列

扱い 適 あ いう視 以 具体的 観 項目 定  

 

ア 教科・種目 共通 観点 

( ) 教育基本法、学校教育法及び学習指 要領 の関連 

○ 教育 本法 い 新 規定 ［教育 目標］ 第 条 及 ［学校教育］

第 条第 項 容 踏 え い  

［教育 目標］ 

第 条 教育 目的 実現 学問 自由 尊重 次 掲 目

標 う行わ  

 幅広い知識 教養 身 付 真理 求 態度 養い 豊 情操 心

う 健や 身体 養う  

 個人 価値 尊重 能力 伸 創造性 い 自主及 自 精

神 養う 職業及 生活 関連 重視 勤労 重 態度 養う

 

 正義 責任 男女 等 自他 敬愛 力 重 公共 精神

主体的 社会 形 参 展 寄 態度 養う  

 生命 尊 自然 大 環境 保全 寄 態度 養う  

 伝統 文化 尊重 国 郷土 愛
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他国 尊重 国 社会 和 展 寄 態度 養う  

［学校教育］ 

第 条 

 前項 学校 い 教育 目標 う 教育 者 心身

応 体系的 教育 組織的 行わ い 場合 い

教育 学校生活 営 必要 規 重 自

進 学習 組 意欲 高 重視 行わ い  

 

○ 学校教育法 い 新 規定 ［中学校教育 目標］ 第 46 条 容

踏 え い  

［中学校教育 目標］ 

第 46 条 中学校 教育 前条 規定 目的 実現 第 21 条各号

掲 目標 う行わ   

 前項 場合 い 生涯 わ 学習 盤 わ う 礎的 知

識及 技能 習得 活用 課題 解決 必要

思考力 断力 表現力 他 能力 主体的 学習 組 態度

養う 特 意 用い い (※ 第 30 条第 項 準用) 

 

○ 学習指 要領 各教科 目標 踏 え い 教育 容 主 改善事項 う

次 容 踏 え い  

言語活動 充実 

伝統や文化 関 教育 充実 

教育 充実 

体験活動 充実 

 

( ) わ教育ビジョン の関連 

○ 教育目標 人間力像 掲 次 容 踏 え い  

［思いや 力］他者 尊重 多様性 認 合う 思いや 力 育  

［ 生 力］自立 一人 人間 社会 生 抜

力 育  

［社会 わ 力］社会 わ 中 自己 長 社会 貢献

力 育  

 

( ) 内容 

○ 容 程度 生徒 段階 即 適 あ  
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○ 既習 容 定着 繰 返 学習 容 充実 い  

○ 社会的状況 映 題 生徒 興味 持 学習 う 配慮

い  

○ 他 教科等 関連 必要 応 い  

○ 一面的 見解 い い  

○ 生徒 理解や習熟 程度 応 展的 学習 容 扱い 適 あ  

 

( ) 構成・分量・装丁 

○ 容 全体 系統的 展的 構 い  

○ 各 容 量 配 適 あ  

○ 体裁 生徒 使いや い う 配慮 い  

 

( ) 表記・表現 

○ 文章表現や漢字 い 用語 記号 計量単位 版 使用 適 あ

 

○ 文字 大 字間 行間 書体 適 あ  

○ 文章 版 割付 適 あ  

 

イ 教科・種目別の観点 

( ) 国 語 書写を除く  

□ 各領域( 聞 書 ) い 教 容

及 学習指 要領 示 言語活動例 適 い  

□ 伝統的 言語文化 国語 特質 関 事項 い 教 適

い  

□ 書 親 態度 養う 適 配慮 見 目的 応

書 教 適 い  

 

( ) 書 写 

□ 毛筆 硬筆 教 例及 字形や配列 運筆 礎的 事項 関 教 例 い

適 扱わ い  

□ 楷書 行書 漢字 仮 量 配 適 あ  

□ 文字文化や社会生活 関連 教 例 適 扱わ い  
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( ) 社 会 地図を除く  

□ 諸資料 い 多面的 多角的 考察 社会的事象 関 礎的

知識や技能等 習得 う配慮 い  

□ 思考力 断力 表現力等 能力育 い 配慮 い  

□ 統計 他 資料 最新 信頼性 あ 生徒 段階 即

い  

 

( ) 地 図 

□ 本 部 資料 適 配列 い  

□ 統計 各種 資料 最新 信頼性 あ 生徒 段階 即

い  

□ 地 絵 索引 適 あ 生徒 段階 即 い  

 

( ) 数 学 

□ 数学的活動 数や 形 性質 見い 活動 数学 利用 活動及

数学的 明 伝え合う活動 適 配列 い  

□ 礎的 本的 知識 技能 定着 や学 段階 応

イ 学習活動 適 配列 い  

□ 言葉や数 式 表 用い 表現 明 伝え合

活動 適 い  

□ 電 コン ュ タや情報通信ネッ ワ 利用 適 設

い  

 

( ) 理 科 

□ 科学 関 本的概念 定着 科学的 見方や考え方

総合的 見方 育 う配慮 い  

□ 科学的 思考力 表現力 育 う 目的意識 持 観察 実験 主

体的 行い 観察 実験 結果 析 解釈 能力や 出 自 考え

表現 能力 育 配慮 い  

□ 科学 学ぶ意義や有用性 実感 科学 関心 高 う 日常生活

や社会 関連 環境教育 充実 う配慮 い

 

□ 科学的 体験 自然体験 充実 原理や法則 理解 深

や 的 観察や季節 変え 定 観測 科学的 体験や自然体験

充実 う配慮 い  
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 ( ) 音 楽 

□ 音楽 対 感性 豊 表現及 鑑賞 学習 容 相互 扱わ 音

楽活動 礎的 能力 共通事項 関連 主体的 学習 展開

う配慮 い  

□ 表現や鑑賞 教 多様 音楽 中 適 選択 い  

□ 音楽文化 い 理解 深 学習 容 適 い  

 

( ) 美 術 

□ 生徒 自 喜 味わえ う 表現及 鑑賞 容 適 あ

表現活動 容 関連付 一体的 扱 活動 幅 広 題 配

慮 い  

□ 表現や鑑賞 美術文化 作品 表現 方法や教 多様

適 選択 生徒 関心や親 作品 適 い  

□ 印刷や イアウ 色彩豊 ン 構 い  

 

( ) 保健体育 

□ 生徒自 課題 設定 解決 向 組 過程 振 返 学習

問題解決 能力 育 適 容 い  

□ 健康 安全 い 生徒 興味関心 高 科学的 理解 資料

い  

□ 科学的 理解 深 思考力 断力等 育 知識 活用 学習

適 い  

 

( ) 技術・家庭 

□ 生活 必要 礎的 本的 知識及 技術 習得 製作 整備 操作

調理 実習や 観察 実験 見学 調査 研究 実践的 体験的 学習活

動 適 い  

□ 生活 技術 わ い 理解 深 う配慮 い  

□ 進 生活 工夫 創造 能力 実践的 態度 育 学習活動や資料

等 適 い  

 

( ) 英 語 

□ 聞 書 い 言語活動 ン

配置 コ ュニ ョン能力 礎 養え う 工夫 い  
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□ 入門期 学校 扱 音声や表現 入 学校

外国語活動 関連 留意 構 い  

□ 世界 文化や 国 理解 深 興味 関心 引

出 育 容 適 い  

 

 

 成 32 度使用特別支援教育関係教科用図書調査研究の観点 つい  

学校若 中学校 中等教育学校 前期課程 含 特 支援学級又 特 支援

学校 学部若 中学部 い 使用 教科用 書 学習指 要領 定 各

教科 目標や本県 い あ 児童 生徒 い 程度や 状態等 鑑 題 等

扱い 適 あ 工夫や配慮 い いう視 以

具体的 観 項目 定  

 

(1)— 1  教科・種目 共通 観点 学校の特別支援学級及び特別支援学校の 学部  

ア 教科・種目 共通 観点 

( ) 教育基本法、学校教育法及び学習指 要領 の関連 

○ 教育 本法 第 条 第 条 及 学校教育法 第 30 条 項 学習指 要領

い 示 資質 能力 柱 整理 各教科 目標 踏 え 工夫や

配慮 い  

生 働 知識 技能 習得 工夫や配慮 

未知 状況 対応 思考力 断力 表現力等 育 工夫や配慮 

学 人生や社会 生 う 学 向 う力 人間性等 涵養 工

夫や配慮 

 

( ) わ教育ビジョン の関連 

 ○ 教育目標 人間力像 掲 次 容 沿 い  

［思いや 力］他者 尊重 多様性 認 合う 思いや 力 育  

［ 生 力］自立 一人 人間 社会 生 抜

力 育  

［社会 わ 力］社会 わ 中 自己 長 社会 貢献 力

育  

 

( ) 内容 構成 

○ 学校学習指 要領 29 告示 改訂 要 踏 え 工夫や配慮 い
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  主体的 対 的 深い学 実現 向 学習活動 資 工夫や配慮 

他教科 関連等 カ キュ ネ ン 資 工夫や配慮 

○ 学習指 要領 改訂 教育 容 主 改善事項等 踏 え 工夫や配慮

い  

言語能力 確実 育  

伝統や文化 関 教育 充実 

体験活動 充実 

学校段階間 滑 接  

情報活用能力 育 及 

児童 学習 困難 応 工夫 

○ 児童 や 理解 深 う 構 工夫や配慮 い  

  ○ 容 程度 児童 生徒 段階や い 状態及 特性等 適 あ  

○ 容 選択 扱い 学習指 進 適 あ  

○ 児童 生徒 生活や経験及 関心 対 工夫や配慮 自主的 自 的

学習 進 工夫や配慮 い  

○ 他 教科等及 自立活動 関連 い 必要 応 工夫や配慮 い  

○ 一面的 見解 い い  

 

( ) 分量・装丁・表記等 

  ○ 各 容 量 配 適 あ   

○ 体裁 堅牢 あ 児童 使いや 安全性 配慮 い  

○ 文章表現や漢字 用語 記号 計量単位 版等 児童 理解 や い う 工夫や配慮

い  

 

イ 教科・種目別の観点 

  教科 種目 観 い 32 度使用 学校 義務教育学校 前期課程教科用

書調査研究 観 準  

 

(1)— 2 教科・種目 共通 観点 中学校の特別支援学級及び特別支援学校の中学部  

ア 教育基本法、学校教育法及び学習指 要領 の関連 

○ 教育 本法 い 新 規定 ［教育 目標］ 第 条 及 ［学校教育］

第 条第 項 容 踏 え い  

［教育 目標］ 

第 条 教育 目的 実現 学問 自由 尊重 次 掲

目標 う行わ  
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 幅広い知識 教養 身 付 真理 求 態度 養い 豊 情操 心

う 健や 身体 養う  

 個人 価値 尊重 能力 伸 創造性 い 自主及 自 精

神 養う 職業及 生活 関連 重視 勤労 重 態度 養う

 

 正義 責任 男女 等 自他 敬愛 力 重 公共 精神

主体的 社会 形 参 展 寄 態度 養う  

 生命 尊 自然 大 環境 保全 寄 態度 養う  

 伝統 文化 尊重 国 郷土 愛

他国 尊重 国 社会 和 展 寄 態度 養う  

［学校教育］ 

第 条 

 前項 学校 い 教育 目標 う 教育 者 心身

応 体系的 教育 組織的 行わ い 場合 い

教育 学校生活 営 必要 規 重 自

進 学習 組 意欲 高 重視 行わ い  

○ 学校教育法 い 新 規定 ［ 学校教育 目標］ 第 30 条 及 ［中

学校教育 目標］ 第 46 条 容 踏 え い  

［ 学校教育 目標］ 

第 30 条  学校 教育 前条 規定 目的 実現 必要 程度

い 第 21 条各号 掲 目標 う行わ   

 前項 場合 い 生涯 わ 学習 盤 わ う 礎的 知

識及 技能 習得 活用 課題 解決 必要

思考力 断力 表現力 他 能力 主体的 学習 組 態度

養う 特 意 用い い  

［中学校教育 目標］ 

第 46 条 中学校 教育 前条 規定 目的 実現 第 21 条各号

掲 目標 う行わ  

 前項 場合 い 生涯 わ 学習 盤 わ う 礎的 知

識及 技能 習得 活用 課題 解決 必要

思考力 断力 表現力 他 能力 主体的 学習 組 態度

養う 特 意 用い い  

○ 学習指 要領 各教科 目標 踏 え い 教育 容 主 改善事項 う

次 容 踏 え い  

言語活動 充実 
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伝統や文化 関 教育 充実 

教育 充実 

体験活動 充実 

 

イ  わ教育ビジョン の関連 

○ 教育目標 人間力像 掲 次 容 踏 え い  

［思いや 力］他者 尊重 多様性 認 合う 思いや 力 育  

［ 生 力］自立 一人 人間 社会 生 抜

力 育  

［社会 わ 力］社会 わ 中 自己 長 社会 貢献

力 育  

 

ウ 内容 

○ 容 程度 児童 生徒 段階や い 状態及 特性等 適 あ  

○ 容 選択 扱い 学習指 進 適 あ  

○ 児童 生徒 生活や経験及 関心 対 配慮 自主的 自 的 学

習 進 適 あ  

○ 他 教科等及 自立活動 関連 必要 応 配慮 い  

○ 一面的 見解 い い    

 

エ 構成・分量・装丁 

○ 容 全体 系統的 展的 構 い  

○ 各 容 量 配 適 あ  

○ 体裁 堅牢 あ 児童 生徒 使いや 安全性 配慮 い  

 

オ  表記・表現 

○ 文章表現や漢字 い 用語 記号 計量単位 版 使用 適 あ  

○ 文字 大 字間 行間 書体 適 あ  

○ 文章 版 割付 適 あ  

 

(2)  教科・種目別の観点 

教科 種目 観 い 32 度使用 学校 義務教育学校 前期課程教科用

書調査研究 観 28 度使用中学校 中等教育学校 前期 含 教科用 書調査

研究 観 及 中学校 特 教科 32 度使用中学校 義務教育学校

期課程 中等教育学校 前期課程教科用 書調査研究 観 準  
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 成 32 度使用中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書選定 係る調査研究資料 つい   

32 度使用中学校 義務教育学校 期課程 中等教育学校 前期課程教科用 書

選定 調査研究資料 30 度検定 新 合格 書

26 度検定合格 書 採択 中学校 中等教育学校 前期課程教科用

書調査研究 結果 28･29･30 31 度用 充  

 

 

 

 



議案第 号 

 

学校運営協議会委員の委嘱につい  

 

令和元年 月 日提出 

 

二宮町教育委員会 

教育長 森 英夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由  

二宮町立小中学校の学校運営協議会委員につい 令和 年 月 日ま の委

嘱を提案する   

 

 

 



 

 

 

. 

 



担当課名 教育総務課

各種委員名 学校運営協議会委員 二宮小学校

氏     名 発令年月日 任期
備考

新任の場 記載

1 飯塚　富美

2 大矢　孝

3 掬川　せつ子

4 齋藤　成司

5 　章弘

6 柄澤　恵

7 片岡　宇一郎

8 袋井　芳子

9 伊 　良雄

令和元年５月23日 令和 年 月31日 新任



担当課名 教育総務課

各種委員名 学校運営協議会委員 一色小学校

氏     名 発令年月日 任期
備考

新任の場 記載

1 　美佳子 令和元年５月23日 令和 年 月31日 新任



担当課名 教育総務課

各種委員名 学校運営協議会委員 山西小学校

氏     名 発令年月日 任期
備考

新任の場 記載

1 宅　栄子 令和元年５月23日 令和 年 月31日 新任



担当課名 教育総務課

各種委員名 学校運営協議会委員 二宮中学校

氏     名 発令年月日 任期
備考

新任の場 記載

1 藤原　直彦

2 成岡　政男

3 美濃島　規子

4 川 　敏久

5 西山　和男

6 堀尾　美幸

7 　昭紀

8 関口　金 紀

新任令和元年５月23日 令和 年 月31日



担当課名 教育総務課

各種委員名 学校運営協議会委員 二宮西中学校

氏     名 発令年月日 任期
備考

新任の場 記載

1 一色　 利子 令和元年５月23日 令和 年 月31日 新任





議案第７号 

 

二宮 小中一貫教育校設置計 (案)について 

 

令和元年５月 日提出 

 

二宮 教育委員会 

教育長 森 英夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由  

二宮 において小中一貫教育を行う小中一貫教育校の設置計 について提案する。 

 

 

 

 

 

 

 

. 





 

 

  

 

 

宮 中 貫教育校設置計

(案) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮 教育委員会 

和元(2019)  

 

 



 

 

  計 趣  

 

  中 貫教育 入 背景  

 

  宮 中学校 状況  

   

教育 容 

 

  児童生 数等 状況 

 

  学校施設 状況 

 

  宮 中学校 課題  

 

  高度 学習 容 対応 特色あ 学校教育 推進 

 

  児童生 数 維持 適 学校規模 確保 

 

  老朽 進 学校施設 対応 

 

子 向 合う時間 確保 個 応 指 充実 

 

  教育 容や児童生 状況 応 指 対応 求 変革 

 

 

  宮 中学校 中 貫教育 入 意義 11 

 

中 貫教育  

 

中 貫教育 行う学校  

 

世 中 見据え  

 

 

 



 

 

  中 貫教育 入 向 宮 組 13 

   

  中学校 組  

 

  宮 中 貫教育校 入検討会 宮 中 貫教育校推進研究会 組  

 

 

  宮 考え 中 貫教育 17 

 

  目指 子 像 

 

  中 貫教育 容 

 

  学校  

 

  地域 わ  

 

  具体的 方向性 

 

  中 貫教育校 実現 21 

 

  教員 配置 

 

  教員免許 

 

  学校配置 

 

  施設整備 

 

  学校 配置 23 

   

  中 貫教育 進 学校 組合  

 

  通学区域 

 



 

 

  学区 

 

  通学 対応 

 

10  政計 28 

 

  必要 学校整備 

 

  必要経費 

 

  源 

 

11  ュ 30 
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 計 趣旨 

近 情報 や バ い 社会的変 人々 予測 超え 加

度的 進展 う い  

 

少子高齢 や核家族 急 進行 地域コ ュニ 弱

体 や家庭 教育力 子 環境 様々 変

い  

 

国 い 状況 対応 教育制度 改革 必要 あ

学校教育法 改 中 貫教育 行う 義 教育学校 新

置付 改革 進 義 教育 大 転換期 迎え

い  

 

う 中 成 31(2019) 文部科学大臣 中央教育審議会

対 中 高校 教育 あ 方 い 学校 教科担任制や 中 貫

校 大 検討 う 問 中学校 大 変

求 い  

 

 神奈川県 い 成 26(2014) 中 貫教育校 在 方検討会

議 設置 翌 10 神奈川県 中 貫教育校 在 方 最

終報告 中 貫教育 効性や必要性 示 い  

 

宮 教育委員会 い 成 28(2016) 中 貫教育 研究

始 子 良い環境 質 高い学校教育 提供

義 教育 あ 方 い 考え い 時期 来 い 考え い  

 

少子 進 宮 い 将来 支え 人 急 あ

中 貫教育 特色あ 学校教育 進 若い世 人口減

少 歯  

 

 宮 教育委員会 中学校 教育 あ 方 考

え 基本 約 10 前 国 進 数 県 積極的 組

進 い 中 貫教育 行う 中 貫教育校 入 い

計 宮 中 貫教育校設置計 示  
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 中一貫教育を 入 背景 

国や県 中 貫教育 推進 背景 学校 中学校 進学

接 滑 い い現状 挙 進学 環境 変

や 安 校 生 指 困 状況 展 いわゆ 中 ャ

ッ 引 起 い  

 

宮 い 中学校 進学 支援 必要 思わ

児童や 中学校 進学 校 生 個 支援 的 必要

児童生 あ 児童生 人 人 成長 支え 新 体制

必要 い  

 

う 課題 対処 間 見据え 子 段階

応 細 い指 学校 中学校 連携 協力 学習面や生活面

目 い支援 あ 求  

 

バ 急 進展 中 外国語 コ ュニ ョ

ン能力 部 企業や職種 生涯 わ 様々 場面 必要

今 求  

 

現在学校 学 児童生 卒業 活躍 社会 多文 多言語 中

国 的 協調 協働 求 外国語 用い 自 考え 伝え

互い 考え 理解 力 層重要 想定  

 

宮 特色あ 学校教育 英語教育 力 入 学校

生 ＡＬＴ 外国語指 手 生 英語教育 行 い  

 

学校 英語 教科 見据え 学校 中学校英語科 免許 持

教員 配置 間 目 い英語教育 行う 英語教育 充実

目指 い  
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 宮 中学校 状況 

教育 内容 

   宮 教育委員会 宮 教育委員会 教育方針 宮 立

学校教育目標 掲 実現 毎 宮 教育委員会基

本方針 定 学校 教育活動 推進 い  

 

   成 26(2014) 施行 法 基 成 27(2015) 11

宮 教育大綱 策定 成 31(2019) 見直

先 述 基本方針等 置 宮 教育 推進

指針  

 

宮 学校教育 推進 い 大綱 大 目標 実

現 向 社会 開 教育課程 成 人間尊重 精神 基本

確 学力 豊 心 健や 体 バ ン 生

力 育 教育 進 い 各学校 家庭や地域 連携

自 学 自己実現 目指 児童 生 育成 い  

 

   踏 え 英語教育 充実や支援 必要 児童生 教育

充実 地域 方々 教育力 活用 授業 実施 中学校 連携

研究活動 推進 特色あ 学校教育 進 組 行

い  

 

   和元(2019) 度 立学校 学校運営協議会制度

入 コ ュニ コ ュニ

学校運営や学校 課題 対 委嘱 保護者や地域

方々 定 権限 参加 組 あ 学校 地域 協力

地域 子 目指 い 組 基 各学

校 地域 あ 学校 推進 い  

 

 

 児童生徒数等 状況  

   数 人口減少 中学校 児童生 数 減

少傾向 あ 伴い学級数 減少 い  
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和元(2019) 日時 児童生 数 状況 見 学校

色 学校 山西 学校 昨 度 比較 減少 い 特 色

学校 間 増加 学級数 い 生 外

学 級 い 山西 学校 い 各学 2

規模 間維持 和 17(2035) 頃 級

予想  

 

   方 宮 学校 い 学区 新 宅地 開

転入 世 増え い 状況 あ 間 減少

あ  

 

  中学校 い 両校 減少傾向 あ 宮中学校 間 59

人 宮西中学校 20 人減少  

 

中学校 い 学 学級 望 い 加え 免許外指

全 授業 教科担任 学習指 行

少 学級 確保 望 い 中

宮中学校 和 17(2035) 頃 宮西中学校 和 12(2030) 頃

規模 回 推計 あ  

 

国立社会保 人口問題研究所 将来人口推計 成 25(2013)

現在 推計 将来 子 数 い 大幅 減少 予想
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○ 成31 月 日現在 中学校 け 児童生徒数及び学級数 
   

       特別 計 

宮  

児童数 110 102 107 121 90 91 25 646 

学級数 4 3 3 4 3 3 6 26 

一色  

児童数 26 19 29 28 32 54 10 198 

学級数 1 1 1 1 1 2 3 10 

山西  

児童数 48 49 57 58 69 68 9 358 

学級数 2 2 2 2 2 2 3 15 

学校計 

児童数 184 170 193 207 191 213 44 1202 

学級数 7 6 6 7 6 7 12 51 

宮中 

生 数 121 107 114    8 350 

学級数 4 3 3    3 13 

宮西中 

生 数 80 102 90    2 274 

学級数 3 3 3    2 11 

中学校計 

生 数 201 209 204    10 624 

学級数 7 6 6    5 24 

 

○児童生徒数 推移 各 日現在           人 ％  
 

 成 27  成 28  成 29  成 30  成 31  

 児童数 前 比 児童数 前 比 児童数 前 比 児童数 前 比 児童数 前 比 

宮  607 △0.7 622 2.5 622 0 645 3.7 646 0.2 

一色  276 △4.8 252 △8.3 245 △2.8 207 △15.5 198 △4.3 

山西  404 △2.9 407 0.5 401 △2.5 376 △6.2 358 △4.8 

学校計 1,287 △2.3 1,281 △0.5 1,268 △1 1228 △3.2 1202 △2.1 

 生徒数 前 比 生徒数 前 比 生徒数 前 比 生徒数 前 比 生徒数 前 比 

宮中 409 △3.5 398 △2.7 372 △6.5 358 △3.8 350 △2.2 

宮西中 294 △3.6 275 △6.5 265 △3.3 277 4.5 274 △1.1 

中学校計 703 △3.6 673 △4.3 637 △5.3 635 △0.3 624 △1.7 

中合計 1,990 △2.7 1,954 △1.8 1905 △2.5 1,863 △2.2 1826 △2.0 
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児童生 数 推移 推計  

 

 

 
児童数 和 生 数 和 7 民票 タ 推測 

降 国立社会保 人口問題研究所 タ引用 
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中学校 校 児童生 暴力行 い

校 いう解決 い課題 生状況 い

 

 

 ○ 学校 状況 

 成 28 度 成 29 度 成 30 度 

暴力行為 生件数     

い 認知件数     

不 校 30 日以上欠席者数     

  

○中学校 状況 

 成 28 度 成 29 度 成 30 度 

暴力行為 生件数     

い 認知件数     

不 校 30 日以上欠席者数     

 

 

学校施設 状況 

   中学校 校 校舎等 状況 昭和 40(1965)

前 建設 施設 半数 あ 宮 公共施設再配置 関

基本方針 示 い 耐用 数 60 数 先 迫 い 校舎 あ

中学校 校舎 体育館 い 耐震工 完了

い 耐震工 22 経過 い 校舎 あ

 

 

   維持管理 い 予想 い突 的 補修工 生

対応 々増加 い 安全安心 学校施設 維持

今 施設 あ 方 整理 急 状況 い  
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○校舎 体育館 状況 
 

学校名 棟名 竣工 西暦  設定耐用 西暦  耐震工  

宮  西棟 昭和 46 1971  和 13 2031  成 17 2005  

中央棟 昭和 47 1972  和 14 2032  

成 15 2003  東棟 昭和 48 1973  和 15 2033  

体育館 昭和 50 1975  和 17 2035  

一色  棟 昭和 41 1966  和  2026  成 13 2001  

棟 昭和 45 1970  和 12 2030  成 14 2002  

体育館 昭和 48 1973  和 15 2033  必要  

山西  棟 昭和 52 1977  和 19 2037  成 1997  

棟 昭和 52 1977  和 19 2037  
成 10 1998  

体育館 昭和 53 1978  和 20 2038  

宮中 西棟 昭和 44 1969  和 11 2029  成 12 2000  

東棟 昭和 35 1960  和  2020  成 11 1999  

特 棟 昭和 60 1985  和 27 2045  必要  

体育館 昭和 43 1968  和 10 2028  成 11 1999  

宮西中 西棟 昭和 55 1980  和 22 2040  

成 18 2006  東棟 昭和 56 1981  和 23 2041  

体育館 昭和 55 1980  和 22 2040  
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 宮 中学校 け 課題 

社会環境 変 多様 価値観 生 児童生 課題 個 複雑

い 校や集団 適応 い 等 学 現 傾向

あ 目 い 貫 支援 必要性 高 い  

 

高度化 学習内容へ 対応 特色あ 学校教育 推進 

   学校 英語 教科 や全国学力 学習状況調査 地

域や保護者 児童生 学力向 対 意識 高 い 中

宮 児童生 学力 水準 維持 高 い

求 学校高学 学 中学 比較

学習 容 高度 授業 い い い 感 児童 増加

傾向 あ 対応 求 い 将来 見据え 児童

生 生 力 育 目的 宮 い特色 あ 学校教育

行 い 重要  

宮 学 英語 親 時間 授業 中 組 入 学

校運営協議会制度 入 地域 あ 学校

様々 組 い 対応 求 い  

 

 

児童生徒数 維持 適正 学校規模 確保 

   互い 影響 磋琢磨 い 中 多様 考えや価値観 理解

容 自己 確立 い 学習 中 様々 考え方や課題

解決 手立 触 自己 学習 深 い あ 程

度 適 学校規模 望 級 進 色 学校 遠足

学 合 行う 工夫 対応 い 現状 あ  

今 減少 見込 児童生 数 状況 踏 え 児童生 数 維持

い学習環境 適 学校規模 確保 必要  

 

 

老朽化 進 学校施設へ 対応 

   半数 施設 建設 40 経過 現状 い 将来

宮 教育 考え 中 安全 施設 い 児童生 安

心 教育 う 計 的 整備 行わ

い状況 あ  
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子 たち 向 合う時間 確保 個 応 た指 充実 

   学校 級 等 学校 配置 教員数 減少 学校行

ンネ や複数 教員 授業 実践 い 教育 容 支

状況 生 い  

校やい 課題や個 応 指 支援 必要

児童生 対応 多様 中 教職員 児童生 向 合う時間

確保 困 状況 い  

 

 

教育内容や児童生徒 状況 応 た指 へ 対応 求 変革 

学校 い 英語 教科 ン 教育 推進等

学校教員 求 い 教科や指 行う

い  

中学校 い 学校時 引 い 校や 課題

生 個々 課題 寧 対応 求 学力向

基礎学力 再定着 指 求 い  

義 教育 求 中 子 高い

水準 教育や個 応 指 実施 中学校 教員

特質 生 協力 協働 間 成長 支援 い 必要

あ  
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 宮 中学校 中一貫教育を 入 意義 

中一貫教育  

  幼児期 教育 学習や人間関 い 大 影響

え 様 学校 教育 中学校 降 生活や学習 基盤

中学校 目指 子 像 共 長期

的 視 子 重要  

  中 貫教育 学校 中学校 目指 子 像 共 間

通 教育課程 成 段階 え 目 い系

統的 教育 目指 教育 いい  

 

中一貫教育を行う学校  

  学校教育法 規定 中学校 い 大 学校 中学校

義 教育学校 大 地域 実情や児童生 実態 様々 要

素 総合的 案 設置者 学校 設置 主体的 断

う い  

 

  義 教育学校 準 学校 教育 中学校 教

育 貫 行う 中 貫型 中学校 制度

制度 活用 義 教育全体 質 向 い 必要 あ  

 

  中 貫校 い 施設 体型 施設 型 等 様々 施設形態

あ 文部科学省 実施 中 貫教育等 い 実態調査

施設 体型 最 大 成果 表 い  

 

 

    

 

 

 

学校 中学校        学校      中学校 

施設一体型            施設分離型  

中学校 校舎 全部     中学校 校舎 異  

又 一部 一体的 設置     地域 別々 設置さ い  

 

中 一 貫 教 育 校 け 施 設 形 態  
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こ 世 中を見据え  

今 社会 流行や価値観 変わ や 先 読 予測 や

あ 情報 中 必要 情報 見極 極 い状況 あ

 

 

う 中 幅広い知識 柔軟 思考力 基 断力や 者 磋

琢磨 異 文 や歴史 立脚 人々 協働 変 対

柔軟 対応 能力や困 象 主体的 乗 越え い

生 力 重要 自 自身 真摯 向 合い 者 協働

自 進 模索 未来 開い い 力 求  

 

う 生 力 コ ュニ 地

域 あ 学校 土 中 貫教育 考え 学校 家庭

地域 手 い 子 育 い 中学校 教職員

義 教育 間 見通 共通 い 学力観 立 目 い指

行う 系統的 持 質 高い教育 実践 目指
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 中一貫教育 入 向けた 宮 こ 取組  

中 貫 教育目標 実現 義 教育 間 貫 系統

的 カ ュ 成 必要 中 貫教育 実効

性 あ 実施 い 成 カ ュ 日々行

わ 授業 意識 い 大  

校種 教員 行 い 指

見え 関 中 理解 い 大  

 

○児童生 指 い 段階 対 う 配慮

い  

○児童生 何 う い  

○ う 目標 指 い  

 

 

中学校 取組  

宮 う 考え 成 29(2017) 度 30(2018) 度

間 県 中 貫教育推進 業 委 立学校 中 貫 教育

実現 研究 進  

 

 中学校 け 教員 相互乗 入 指  

研究 委 間 中学校英語科教員 中 貫教育英語科

指 研究員 学校 様々 英語活動 実践 成

29 度 学校 中学校 乗 入 指 試行  

乗 入 指 教員 異校種 学校 赴 実 授業 異

校種 士 教員 協働 授業 指 方法や指 容 自校

持 活用 等 活動全般  

 

中 貫教育英語科指 研究員 活動 

学校教員 対象 外国語活動 関わ 研修会 開催  

学校 い 授業 学級担任やＡＬＴ 参観  

学級担任 中心 行う授業 中 貫教育英語科指 研究員

サ  

学級担任 行う授業 授業 打合 授業 サ

振 返 等 行う  

各学 授業や朝 会等 参観  

行 等 積極的 参加  
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中 貫教育英語科指 研究員 活動 効果 

 学級担任 授業 対 安軽減や授業力 向  

 

 

成 30(2018) 行 ン 生 何

う 指 い わ 安 いう項目 対 段階 聞い

全学級担任 71.8％ う思う 又 あ う思う 回答

い 成 31(2019) 様 ン 行

43.6％ 減少 様 生 教科 時 何

う 指 い わ 安 いう項目 対

69.2％ 学級担任 う思う 又 あ う思う 回答

い 58.9％ 減少 い 傾向

生 学級担任 著 結果(61.6％→38.5％) 授業 行

う 自信 考え  

 

 

 

 

 

10.3%

41.0%

33.3%

30.8%

30.8%

17.9%

20.5%

5.1%

5.1%

5.1%

生 何 う 指 い わ 安

う思う あ う思う

言え い

あ う

思わ い

う思わ い

17.9%

41.0%

41.0%

28.2%

17.9%

15.4%

17.9%

10.3%

5.1%

5.1%

生 教科 時 何 う 指 い わ

安

H.30.6

H.31.2 

H.30.6

H.31.2 
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ウ 学校教員 乗 入 指   

教員免許 課題や 中学校 日課 時間 あ 効率的 乗

入 指 進 困 学校教員 中学校 行

中学校 指 法等 い 理解 学校 指 生

良い機会  

   

 間を見通 た 中一貫カ キュ ム 作成を通 た 中学校教員

相互理解 

中学校全教員 10 教科等 ワ ン い

所属 教育課程 成 い 専門的 研究 協議 行い 間

見通 中 貫カ ュ 作成 組 い 異校種 教員

士 学習指 要領 研究 授業公開 参観 行い  

過程 新学習指 要領 縦 理解 間 見通

指 意識 う 組  

 

●ワ ン 活動 成果 

学校 中学校 教員 合わ 機会 増加  

学校 中学校 具体的 学習 容や児童 生

い 情報共  

学校 教員 送 出 子 成長 気 付  

中学校 教員 学生 力 気 付  

 

 

い 中学校教員 交流 あ 相互理解 良い機会

意識 い 縦 い 理

解 深 授業公開 授業参観 教員 異校種

段階や授業 容 指 方法等 知 良い

学習指 要領 校種 身 付 力 把握 教師

児童 生 姿 通 実感 持 学 意識

日々 教育実践 役立 考え

中学校 教員 相互 児童 生 実態 目指 子 像 育

い力等 い 協議 行い 各校種 現状 課題等 把握

間 見通 カ ュ 作成 寧 情報共

大 いえ  
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宮 中一貫教育校 入検討会 宮 中一貫教育校推進研究会 取組  

宮 教育委員会 義 教育期間 間 見通 中 貫教育

組 将来 向 中 貫教育校 入 検討 成 29(2017) 度

宮 立学校 校長先生 ンバ 宮 中 貫教育校 入検

討会 検討会 いう 設置 宮 立学校 適 規模 並

適 配置 い 条件 整理 成 30(2018) 度 地域

表 方々 保護者 表 方々 中学校 表 校長 識者 ンバ

宮 中 貫教育校推進研究会 研究会 いう 設置

整理 条件 基 児童生 学習環境 改善 観 中 貫教

育 行う 適 学校配置 関 学校規模 適 学区

再 関 い 実現 具体的 容 い 研究

進  

 

 研究会 結論付  

 

児童生 集団 中 多様 考え 触 認 合い 協力 合い

磋琢磨 通 思考力や表現力 断力 問題解決能力

育 社会性や規範意識 身 付 定 規模

児童生 集団 確保  

 

経験 数 専門性 男女比等 い バ ン 教職員集団

配置 求 定 学校規模

確保  

 

新 い学習指 要領 学校 和 (2020) 度 中学校

和 (2021) 度 完全実施 踏 え

宮 進 義 教育期間 間 見通 中 貫教育 組

推進  

 

既存 学校施設 活用 前提 児童 生 数 推移

案 施設 体型 中 貫教育校( 校) 設置 能 和

12(2030) 頃 目途 間 見通 カ ュ 中 貫

教育 進 施設 体型 中 貫教育校 設置 目指  
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 宮 考え 中一貫教育 

教育 中学校間 連携 あ 中学校進学時 環境 変 や 安

大 中 ャッ 段差 感 生 い  

 

中 貫教育 間 見据え 中学校 体 学習面や生活面 指 や支援 あ

心身 成長 著 い差異 あ 学校 い 生 教科担任制 部 的

入 子 段階 あ 指 支援 行う工夫 入

来 感 い 中 ャッ 和 中学校進学 成長

得  
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 う 学校 生 中学校 生 児童生

段階 応 指 環境 作 う

重要 あ 考え  

 

 ◯ 中学校 間 捉え 教育目標 義 教育修了

段階 身 付 い力 中学校

段階 応 子 像 中学校 関わ 全 人 教職員

保護者 地域 方々 共  

 ○校種間 滑 接 連携 観 重視 い 学習指 要領 趣

十 踏 え 学校 生 中学校 生 連 的 成長 子

姿 見通 間 貫 系統的 教育課程 成

 

 ○学校生活 中 指 あ 教職員 義 教育 間 前

教育活動 理解 教育実践 組  

 

考え 宮 考え 中 貫教育 う  

 

目指 子 像 

 

 

中一貫教育 内容 

   児童 生徒間 交流 

学校行 や部活動 通 児童生 交流 持 学

生 中学生 いう明確 目標 作 期待 中学生 自

己 用感や思いや 心 強 期待  

幅広い 齢層 関わ 多様 人格 触 合う

 

 

・ 自 の心 身体 まっすぐ 向き合い 自 の良さを発揮し

自己実現 き 子 も  

 多様 価値観を大 し 互いの良さを引き出しあい 主体的

他者 協働 き 子 も  

 二宮 愛着 誇 を持ち 社会 貢献 き 子 も  
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 中学校 教員 相互乗 入 指  

相互乗 入 指 中 教員 児童 生 実態 い 実

感 伴 理解 能 日々 授業 中 行わ 指

や児童 生 指 変 学校 い 行

い 学習 中学校 う 展 い 見通 指

中学校 い 学校 学 踏 え 積 重 い

指 支援教育 乗 入 指 個 応

目 い支援 間 ン

教育 効果的  

 

 校種相互 授業公開 参観 

異校種 授業参観 教員 特 児童 生 様子等 通

学 大 資料や話 合い 得 い 実

状況 直 感 実態 即 相互理解 深

異校種 授業 様子等 知 自校

授業 振 返 中 意識 授業 考え い

い機会 得  

 

 

学校 形態 

 分離型 中一貫校 

型 中 貫校 中学校 教員 相互 乗 入 指 場

合 学校間 移動 時間 や 中学校 日課 時間

あ 等 課題 あ 課題 解決

教員 増や や 教職員 容 精選 改善 必要

 

 

 一体型 中一貫校 

体型 中 貫校 授業 準備 中学校 教員 協力 行う

教員 講師 研修会 相互 授業参観や振 返 日常

的 行う 能 中 貫教育 利 生
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地域 わ  

宮 立 中学校 学校運営協議会制度 入 地域 子

育 い 学校教育 目指 い 中 貫教育 義

教育 間 地域 見据え 子  

方 中 貫教育校 入 あ 中学校 再配置 避

通 い 通学区域 見直 大 課題

児童生 移動手段 含 地域 繋 大 い現在 学校区

い 地域 方々 意見 伺い 慎重 進 い 必要 あ  

 

 

具体的 方向性 

学校 各地域 い 広域避 所 指

定 防災 始 コ ュニ

核 機能 い 今

人口 減少 想定 中 老

朽 進 学校 維持

将来 世 大 担 残

宮 教育委

員会 学校施設数 段階的 減 い

既存 学校施設 活用 前

提 施設 体型 中 貫教育校 設置

目指  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮 学校  色 学校 

山 山西 学校  中 宮中学校 

西中 宮西中学校 
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 中一貫教育校を実現 た  

教員 配置 

   中学校 教員 相互乗 入 指 学校 教科担任制や

中学校 学校教 部活動 指 様々 能性 あ

中学校 教職員 互い 支援 合え 側面 あ 運動

会や合唱コン 学校行 部 合 行う等 能性 生

 

   う 活動 行う 教職員 意識改革

指 支援 維持 間 見据え 新 い感覚 必要

 

   施設 体型 中 貫教育校 あ 中 貫教育 比較的行いや い

環境 言え 型 中 貫校 う 活動 行う

教職員や児童生 移動時間 確保等 課題 あ 課題

対処 教員 増員や教職員 働 方 改 考え精選 い 必

要 あ  

 

 

教員免許 

   幼稚園 学校 中学校 高等学校 教員 原則 学校 種類

教員免許状 必要 中学校又 高等学校 教員 学校

種類 教科 教員免許状 必要 異校種 授業

い 例外 あ  

 例  

中学校理科 教員免許状 持 教員 学校 理科 担任

能 総合的 学習 時間 理科 関連

項 担任 能  

   中学校英語 教員免許状 所 者 学校 外国語活動 担

任 能  

   相当 教員免許状 所 教員 常時 授業 携わ 場合

教員免許状 必要あ  
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学校配置 

   少子 問題 対応 適 規模 学校施設配置 考え 施設 体型

中 貫校 作 学校配置 い 見直 必要 あ  

 

 

施設整備 

   今あ 学校施設 施設 体型 中 貫校 黒板や 高

体育館 大 適 大 整備 い 必要 あ  
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 学校 配置 

学校 定 教育目的 実現 教師 児童生 組織的 計 的

系統的 計 行う場所 あ 特 公教育 場 あ 多様 児童生

学習集団 在 日々 学習活動や 人 わ 中 互い

磋琢磨 成長 い 求  

 

宮 教育委員会 段階的 学校施設数 減 中

貫教育 入 う 理由 10 施設 体型

中 貫校 使用 校舎 色 学校 宮中学校 計

学校施設 絞 前段階 児童生 数 案

中 貫教育 い段階 実現 う 考え  

 

急激 学校施設 減 う 地域 度 減 い変

対応 い  

地域全体 バ ン 考え 宮 色 学校

宮中学校 配置 妥当 あ  

色 学校 宮中学校 バ 等 考え 交通 ン

整 い  

 

 

中一貫教育を進 学校 組合せ 

 

本計 今 児童 生 数 推移 計 期間中 い 計

見直 必要 場合 い や 計 容 変更 行う

 

和 (2022) 4  

( 校) 

和 (2026)  

施設 校  

和 12(2030)  

( 施設 校  

色 学校 
色 宮西 中学校 

色 山西 宮西 中学校 宮西中学校 

山西 学校 山西 学校 

宮 学校 宮 学校 
宮 中学校 

宮中学校 宮中学校 
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人数 宮  宮中 山西  色  宮西中 

和 (2025)  455 人 289 人 314 人 235 人 274 人 

和 12(2030)  381 人 220 人 270 人 198 人 267 人 

 

学級数 宮  宮中 山西  色  宮西中 

和 (2025)  12 学級 8 学級 12 学級 6 学級 8 学級 

和 12(2030)  12 学級 6 学級 9 学級 6 学級 8 学級 
児童数 和 生 数 和 7 民票 タ 推測 

降 国立社会保 人口問題研究所 タ引用 

 

 

和 (2020) 度 和 (2025) 度 現状 学校 校

中学校 校体制 維持 和 (2024) 度 色 学校 中学生

入 う 工 開始 黒板 体育館等 改修等 行い

 

 

色 学校 改修工 終え 和 (2026) 先行 宮西中学

校 色 学校 統合 色 学校 場所 体型 中 貫教育校

色 丘地区 生 宮西中学校 進学

学校施設数  

 

並行 中 貫教育 進 中学校区 ベ 型 中

貫校 山西 学校 施設 い

宮西中学校 中 貫教育 実施  

 

宮 学校 宮中学校 中 貫教育 始  

 

和 10(2028) 度 宮中学校 学生 入 う 工

開始 黒板 体育館等 改修等 行い  

 

宮中学校 改修工 終え 和 12(2030) 山西 学校 色

学校 統合 宮 学校 宮中学校 統合 学校施

設数 施設 体型 中 貫校 計  
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通学区域 

国 公立 中学校 通学範 い 学校 km

中学校 km いう基準 公立 中学校 施設費 国庫

担対象 学校統合 条件 定 い 実 直線距

通学路毎 検証 必要 あ 基準 半

学校 km 中学校 km 直線距 い 学校種毎 示

宮 立 学校 い バ ン

配置 あ 宮 学校 通学範 山西 学校 通学範

重複 実 吾妻山 あ 限 い

わ 方 中学校 い 東 西 偏在 い

側 カバ い い 通学範 考え 場合

校 適 置 配置 前述 条件 満  

 

 

 

学区 

学校 和 12(2030) 色 学校 置 山西 学校 宮

中学校 置 宮 学校 移 計 い 川匂地区や茶屋地

区等 学生 国 通学範 基準 収 い 学区再 や

通学手段 変更等 対策 検討  

一 色

宮
山 西

宮西 宮

学校給食 

 

 
中 

色 

山西 

西中 

 

中 

 

山西 

色 

西中 
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和 11(2029) 学校区   和 12(2030) 学校区  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和 (2025) 中学校区   和 (2026) 中学校区  

 

 

通学 た 対応 

 学校 再配置 当 来 通学区域 基本 考え

弾力的 通学区域 設定 通学区域 見直 い

検討  

 

   学校統合 通学区域 大 子 前

通学距 長 あ 安全 通学方法 通学

経路 確保 向 十 配慮  
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   統廃合 児童 生 統廃合 繰 返 経験

い う配慮  

 

   統廃合 交 関 や通学距 考慮 特例 設 指定校変

更 承認 学校指定 関 弾力的 運用 検討  

 

   特 支援学級 い 統合学校 引 設置 施

設面 含 教育環境 い 十 配慮  

 

   統合 学校 滑 学校生活 タ う 統合対象校

的 教員配置  
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10 財政計  

必要 さ 学校整備 

 中学校 校舎等 半数 昭和 40(1965) 前 建

近い将来 老朽 対策 改修等 必要 い 現在

校舎 多 建築 昭和 40～50 児童 生 急増 伴い 量的整

備 側面 強い 現在 様々 教育課題 踏 え 質 高い教

育 能 環境整備 求 特 宮 体型 中 貫

教育校 必要 う 項 留意 整備

整え 必要 あ  

 

 ○ICT 環境 整備 

 ○ ン 教育 対応 環境  

 ○教育相談 充実 

 ○職員室 管理諸室 機能的 配置 

 ○各室 避 所機能 

  

 

必要経費 

成 25(2013) 策定 宮 公共施設再配置 関 基本方針

教育施設 い 更新 価 設定 い 基

う 必要経費 見積  

大規模改修 更新費用 千円／㎡  

中学校 延 床面積 ㎡  
大規模 

改修 
計 

宮 学校 7,223 

170 

1,227,910 

一色 学校 5,518 938,060 

山西 学校 6,180 1,050,600 

宮中学校 7,428 1,262,760 

宮西中学校 7,114 1,209,380 

計 33,463  5,688,710 
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う 校 学校施設 維持 政的 担 大 い

予想 方 価 基 い 色 学校 宮中学校 施設

体型 中 貫教育校 施設 大規模改修 行う 場合 必要経費

う 想定 校体制 維持 比較 大幅 経費

削減 見込  

 

 

財源 

各種補 金 い 研究 い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  更新費用 千円／㎡  

中学校 延 床面積 ㎡  
大規模 

改修 
計 

一貫校  5,518 

170 

938,060 

一貫校  7,428 1,262,760 

計 12,946   2,200,820 

５校体制を こ 比  3,487,890 千円安価  
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   宮 コミュニテ スク ル運営 進 業補助金交付要綱 

 

 趣旨  

第 条 長 学校 地域住人等 協力 学校 運営 組 可能    

学校運営協議会制度を 入 た学校 以下 コミュニテ スク ル いう

対 宮 補助金交付規則 成 30 宮 規則第 号 以下 規則 い

う 規定 ほ 予算 範 い 補助金を交付 関

要綱を定  

 補助対象経費等  

第 条 コミュニテ スク ル 運営 対 交付 補助金 補助対象経費等

次 各号 掲  

 学校運営協議会 関 経費 

 地域 協働 学校 く 業 関 経費 

 児童 生徒 体験活動 関 経費 

 学習協力者講師 対 謝礼 

 体育 文化活動指 員 対 謝礼 

 学校 書館ボランテ 対 謝礼 

 そ 他協力者 対 謝礼 

交付基準  

第 条 補助金 算定方法 別表  

申請手続等  

第 条 補助金 交付を う 者 毎 月 日ま 規則第 条 規定

交付申請 手続 を い  

 規則第 条 規定 業計 書 併せ 次 各号 掲 書類を交付申請書

添付 い  

  学習協力者派遣 業実施計 書 第 号様式  

  体育 文化活動指 員 派遣 業実施計 書 第 号様式  

 長 や 規則第 条第 項 規定 基 く決定を 条第 項 規定

通知書を通知 い  

 交付時期  

第 条 補助金 長 交付決定 た日 30日以 交付  

 実績報告  

第 条 補助金 交付を た者 長 対 業完了後 や 規則第 12 条

規定 実績報告を い  

資料 No.  



��

�

 規則第 12 条 規定 業実施報告書 併せ 次 各号 掲 書類を実績

報告書 添付 い  

  学習協力者派遣 業実施報告書 第 号様式  

  体育 文化活動指 員 派遣 業実施報告書 第 号様式  

そ 他  

第 条 要綱 定 ほ 補助金 交付 関 必要 項 長 別

定  

 

   附 則 

 施行期日  

 要綱 公表 日 施行  

 宮 特色あ 学校教育プラン推進 業補助金交付要綱 廃止  

 宮 特色あ 学校教育プラン推進 業補助金交付要綱 成 30 宮 教育  

 委員会告示第 号 廃止  

 

別表 

補助対象 補助金額 備考 

�学校運営協議会 関

経費 

校あた 40,000   

�地域 協働 学

校 く 業 

校あた 25,000   

�児童 生徒 体験活動 校あた 60,000 児童

生徒数 応 た額を加えた額 

月 日時点 児

童 生徒数×50  

�学習協力者講師 対

謝礼 

単位時間あた 900  校あた 60 時間

ま  

�体育 文化活動指 員

対 謝礼 

学校  あた 30,000  

中学校  あた 50,000  

学校 ま  

中学校 ま  

�学校 書館ボランテ

謝礼 

校あた 16,000   

�そ 他協力者 対

謝礼 

あた 10,000  ふ あい農園整備協

力者 対 謝礼 
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第 号様式 第 条関  

 

 

 

   

 

 学習協力者派遣 業実施計 書 

�

  

 

 

 

 

 

 

回 実施 月日 教科 領域等 活用 単位時間数 活用 容 学習協力者氏  
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第 号様式 第 条関  

 

 

 

 

  

 

体育 文化活動指 員 派遣 業実施計 書 

 

活  動   
 

 

担 当 教 員  
 

 

指 協力者氏  
 

 

間活用計  

 

活 用 総 回 数 
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第 号様式 第 条関  

 

  

 

 学習協力者派遣 業実施報告書 

�

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回 実施 月日 教科 領域等 活用 単位時間数 活用 容 学習協力者氏  
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第 号様式 第 条関  

 

 

 

  

体育 文化活動指 員 派遣 業実施報告書 

 

活  動   
 

 

担 当 教 員  
 

 

 指 協力者氏   

間活用 容 

 

及び 

 

活用 月日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活 用 総 回 数 
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宮町生徒・進路指導補助金交付要綱 

 

趣旨  

第 条 町長 町立中学校 以下 学校 いう 生徒・進路指導 要

経費 対 宮町補助金交付規則 成 30 宮町規則第 号 以下 規則

いう 規定 ほ 予算 範囲 い 補助金を交付

関 要綱を定  

補助対象 業  

第 条 補助 対象 生徒・進路指導 関 業  

交付金額  

第 条 交付金額 次 掲 額   

  学校 校あた 100,000  

  補助金交付当該 度 月 日時点 生徒数 240 を乗 た額 

申請手続等  

第 条 補助金 交付を受 う 者 毎 月 日ま 規則第 条

規定 交付申請 係 手続 を い  

 町長 や 規則第 条第 項 規定 基 く決定を 同条第 項 規

定 通知書を通知 い  

 補助金 交付を受 た者 町長 対 業完了後 や 規則第 12 条

規定 実績報告を い  

交付時期  

第 条 補助金 町長 交付決定 た日 30 日以 交付

 

そ 他  

第 条 要綱 定 ほ 補助金 交付 関 必要 項 町長

別 定  

 

附 則 

要綱 公表 日 施行  

 

 





1/2

(様式１－１)

宮町 教育委員会・教育 務所

月 日 児 童 生 徒 数 月 日 実 学 級 数

年 年 年 年 年 年 通常学級計
特別支援
学級計

合 計 年 年 年 年 年 年
通常
学級計

特別支援
学級計

合計

1 宮町立 宮小学校 Ｚ 110 102 107 121 89 91 620 26 646 4 3 3 4 3 3 20 6 26

1 1 2 6 1 11 11 2

1 2 3 3 1

F 1 1 1 1

Ｈ 2 3 2 2 1 10 10 2

L 1 1 1

2 宮町立一色小学校 Ｚ 26 19 29 28 32 54 188 10 198 1 1 1 1 1 2 7 3 10

1 1 2 2 1

1 1 1 1

Ｈ 2 2 3 7 7 1

3 宮町立山西小学校 Ｚ 48 49 57 58 69 68 349 9 358 2 2 2 2 2 2 12 3 15

2 1 1 4 4 1

1 1 1 1

Ｈ 1 2 1 4 4 1

区分別計 Ｚ 184 170 193 207 190 213 1,157 44 1,201 7 6 6 7 6 7 39 12 51

1 2 2 2 8 2 17 4

1 0 0 0 2 1 4 2

0 0 0 1 0 0 1 1

F 0 1 0 0 0 0 1 1

Ｈ 3 2 7 5 3 1 21 4

L 0 0 0 0 1 0

189 175 202 215 203 217 1,201 1,201 7 6 6 7 6 7 39 12 51
新設校 番号 下段に 新 記入し く さい
本校 分校 別々に通し番号 付し 分校 〇印 番号 囲 く さい
特別支援学級及び長欠者数 通常学級 下 欄 使っ 記入し く さい
長欠者 通常学級 特別支援学級 合わせ 数 記入し く さい 学級数 記入 不要 す
市区町村 学級区分毎に 集計行 記入し く さい

令和1年５月１日現在の児童・生徒数及び学級数等調書

学 校 名
学
級

給
食

番
号

資料No. 



2/2

(様式１－１)

宮町 教育委員会・教育 務所

月 日 児 童 生 徒 数 月 日 実 学 級 数

年 年 年 年 年 年 通常学級計
特別支援
学級計

合 計 年 年 年 年 年 年
通常
学級計

特別支援
学級計

合計

1 宮町立 宮中学校
Ｚ

121 107 114 342 8 350 4 3 3 10 3 13

2 1 3 3 1

1 1 1 1

Ｈ
3 1 4 4 1

2 宮町立 宮西中学校 Ｚ 80 102 90 272 2 274 3 3 3 9 2 11

1 1 1 1

Ｈ 1 1 1 1

区分別計 Ｚ 201 209 204 614 10 624 7 6 6 19 5 24

2 0 2 4 2

0 1 0 1 1

Ｈ
3 0 2 5 2

206 210 208 624 624 7 6 6 19 24
新設校 番号 下段に 新 記入し く さい
本校 分校 別々に通し番号 付し 分校 〇印 番号 囲 く さい
特別支援学級及び長欠者数 通常学級 下 欄 使っ 記入し く さい
長欠者 通常学級 特別支援学級 合わせ 数 記入し く さい 学級数 記入 不要 す
市区町村 学級区分毎に 集計行 記入し く さい

令和1年５月１日現在の児童・生徒数及び学級数等調書

学 校 名
学
級

給
食

番
号



宮町生涯学習センター デ ン 20周年記念 業 案  

ー を活用した文化振興 業  

 

． 業趣旨 

デ ン開館 20周年を記念し 宮町 文化 向上及び普及を 町民 多様

文化 触 環境を醸成す た 団体 実施す デ ン ー を活

用した文化 業 支援をす  

．開催会場 

  宮町生涯学習センター ー  

．開催日 

  和 2年 2020年 10 ～12 期間中 3公演  

．募集方法 

広報紙 7 号 6 25日発行 町 ーム ー 町 ェ ック  

．募集団体数 

  3団体 申込多数 場合 社会教育委員 意見を考慮した上 選考し決定す  

．支援内容 

  1 開催日 本番 ー 付帯設備等 使用料を無料 減免

す  

  2 本番 ハーサ ゲネ ロ ー 使用先行予約をす

す  

．対象団体 

  1 活動 対す 会計経理 明確 あ  

  2 業を完遂 見込み 確実 あ  

  3 宮町内 活動拠点を し つ 所在地及び 表者 明 あ  

．対象 業 

  1 音楽 演劇 舞踊 ほ 伝統芸能 町民 文化 向上 寄与す

あ  

  2 特定 会員等を対象 し い一般公開 全町的範 を対象 し い

 

  3 業名 デ ン開館 20周年記念 冠を付す  

  3 次 掲 項 該当し い い 業 

      宗教活動 政治活動 選挙活動を推進す 業又 反対す

を目的 す 業 

      営利目的 業及び公序良俗 反す 業又 そ そ あ 業 

．募集期間 

和元年 2019年 7 1日 ～8 31日 土  

資料 No.  





令和元年度 月教育委員会議定例会予定 

 

 

 日 時  令和元年 月 日 金 時 分から 

 場 所  宮町町民センター Ａクラブ室 

 付議 項 

 報告･協議 項 

 

 

定例会終了後 学校給食試食 給食費を当日徴収させてい きます  

午後 学校訪問 

 

 

※ 出席を要する主な行  

月 日 土   時 分 宮中学校汐鳴祭 体育の部  

月 日 金         関東甲信越静市町村教育委員会連合会総会 山梨県  

月 日 土   時 分 宮小学校運動会 一色小学校運動会 

月 日 金   時 分 教育委員会議定例会 Ａクラブ室  

           午後   学校訪問 

           

 

 


